
□┓ 「やっぱりごはんでしょ！」HPリニューアルしました！ 

┃┃  http://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/gohan.html  

┗┛━…‥‥…━…‥‥…━…‥‥…━…‥…━…‥‥…━…‥‥…━…‥━…☆ 

米に関するマンスリーレポートはこちら！ 

http://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html 
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  皆様、明けましておめでとうございます。農林水産省政策統括官（米政策の担当部

局）です。いつもメルマガをお読みいただきありがとうございます。今年もどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

このメルマガは、生産者や集荷業者・団体の主体的な経営判断や販売戦略に基づ

き、需要に応じた米生産ができるよう環境整備を進めていく一環として、需給・価格

情報、販売進捗・在庫情報等をきめ細かく提供しようと毎月配信しています。 

ぜひ最後までお読みください！ 
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★ 令和元年産水稲の収穫量（12 月 10 日公表） ★ 

いわゆる令和元年産の米の最終作況として、昨年 12 月 10 日に公表しました。水稲の作付

面積（子実用）は 146 万 9,000ha（前年産比 1,000ha 減）、うち主食用作付見込面積は 137 万

9,000ha（同 7,000ha 減）。全国の作況指数は 99 と見込んでいます。予想収穫量（主食用）は

726 万 1,000ｔ（同 6 万 6,000ｔ減）となる見通しです。 

（詳しくはこちらから） 

→ http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_kome/attach/pdf/index-

82.pdf 

 

★ 「米マッチングフェア 2019」（1 月大阪、2 月東京）の開催お知らせ ★ 
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中食・外食向けのコメ需要は今後も堅調な伸びが見込まれます。その需要と供給のマ

ッチングを促進するフェア（商談会）が 1・2月も大阪と東京で開催されます！  

主に広域・大規模事業者向けのフェアで、生産者の皆様には、ユーザーが求める多様

な米のニーズをつかむ場として、実需者の皆様には自分たちのほしい米の発掘の場と

して、ぜひこのマッチングフェアをご活用ください！ 

フェアでは和食料理界で活躍中の料理長が業務用の米品種を使った「ごはん料理」を

披露し、レシピを紹介するセミナーもあります。参加ご希望の方は事前申込みを下記

からお願いします。 

※地域で生産・営業する中小規模事業者を対象としたマッチング商談会は、２月２日

（日）に大阪で開催予定です。詳細は追って下記ＵＲＬで告知されます。 

 

（詳細及び参加申込みはこちらから） 

→ https://kome-matching.com/  （外部リンク） 

 

【大阪（レルミエール・新大阪ワシントンプラザホテル）】 

〇2020年 1月 30日(木)  

セミナー 第一部 10：30～11：30（講師：FAIN様)   

第二部 11：30～12：30（講師：分とく山・野崎洋光氏）  

試食時間 12：30～14：00  

展示商談会 12：30～17：00  

 

〇2020年 1月 31日(金)  

セミナー 10：30～11：30 （講師：株式会社イカリファーム 井狩篤士氏）   

試食時間  11：30～13：00  

展示商談会 11：30～16：00 

   

【東京（ホテルグランドパレス）】 

〇2020年 2月 12日(水)  

セミナー 第一部 10：30～11：30 (講師：FAIN様） 

第二部 11：30～12：30 (講師：新宿割烹中嶋・中嶋貞治氏）  

試食時間 12：30～14：00  

展示商談会  12：30～17：00  

 

〇2020年 2月 13日(木)  

セミナー 10：30～11：30（講師：おむすび権米衛・岩井健次氏 他）  

試食時間 11：30～13：00  

展示商談会 11：30～16：00 

 

★ 米の小売価格に関する「POSデータ提供業務」入札公告開始のお知らせ ★ 

  農林水産省は、小売店舗等における商品販売実績に係る大規模データベースである
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「POSデータ情報」を用いて、様々な情報を収集・提供しています。例えば、「米に関

するマンスリーレポート」においても、「POSデータ情報」を基にコメの産地銘柄別の

小売価格の推移を掲載しております。 

  ついては、令和２年度に POSデータ情報の提供業務を行う事業者を公募する一般競

争入札公告を、1月 16日（木）に開始しました。関係事業者の皆様におかれまして

は、ぜひ入札参加をご検討ください。 

 

【「POSデータ提供業務」入札に係る今後のスケジュール】 

  入札説明会：1月 31日（金）午後 2時（農林水産省本館１階 ドア No.本 153） 

  証明書等提出締切：2月 21日（金）午前 11時 

  入札書締切：2月 28日（金）午後 4時 

   

  （詳細はこちらから） 

  → https://www.maff.go.jp/j/supply/nyusatu/buppin_ekimu/sonota3/index.html 

 

★ 「やっぱりごはんでしょ！」facebook（更新情報） ★ 

農林水産省の米担当者が広報チームをつくり、「米の消費拡大」のために様々な情報

発信をしています。ぜひご覧ください。また、周りの方にもご紹介ください。 

(facebook) https://www.facebook.com/maffgohan/  （外部リンク） 

 

最近の投稿記事の中から１つご紹介します。 

【NHKスペシャル『食の起源』の「起源」を担当チーフディレクターが語る】（12月

25・30日投稿） 

NHKスペシャル「食の起源」の第 1回（昨年 11月 24日放送）は「ご飯 健康長寿の

敵か？味方か？」でした。番組をめぐるもっと深い話を聞きたいと、番組を担当した

NHKチーフディレクターにインタビュー。番組の中で紹介された「日本人は主食にご

飯を選び、食べ続けたことで、糖質を食べても太りにくい遺伝子を獲得した」ことな

どについて、解説していただきました！ 番組放映後も大きな反響があったとのこと

ですよ～。 

（番組概要こちらから） 

→ https://www.nhk.or.jp/special/plus/articles/20191105/index.html （外部リ

ンク） 

 

★ 最近のコメ輸出事情 ★ 

【コメ輸出推進マッチングイベントを開催しました】 

日本産米の輸出拡大を目指し、関係者が一丸となって取り組んでいる「コメ海外市場

拡大戦略プロジェクト」。 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/kome_yusyutu/attach/pdf/kome_

yusyutu-338.pdf 

その一環で、昨年 11月末から 12月にかけて全国５か所で令和 2年産米輸出推進マッ
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チングイベントを開催しました。 

実需者・輸出事業者から海外で高まる日本産米のニーズについてリアルな情報提供を

いただいたほか、実際に現在コメ輸出に取り組んでいる産地から取組の具体的内容に

ついて講演してもらいました。また、輸出事業者と産地のマッチング面談も実施。こ

れから初めて輸出に取り組もうという生産者も参加されており、今後の成約、輸出拡

大につながればと期待しているところです。 

プロジェクトも３年目に入りました。引き続き、より多くの生産者がコメ輸出に取り

組むきっかけになるような機会や情報提供を続けていきたいと考えています。 

 

【米国東海岸での日本産米取扱事情】 

担当職員が、12月中旬にワシントン DCとニューヨークで日本産米の取扱いの現状を

調査してまいりました。 

米国への日本産米輸出は、2018年で 1,282トンでしたが、これは５年前の約 15倍と

大幅増。2019年も引き続き増加トレンドで推移してきました。これまではサンフラン

シスコなど西海岸が主な輸出先でしたが、近年、東海岸への輸出も増加中で、日本産

米の認知度も上がってきています。取り扱い店舗は高級日本食レストラン及び日系小

売店が中心ですが、購入者は在住日本人だけでなく米国人も増えていて、ニューヨー

クのマンハッタンを中心とする地域は高所得者層も多く、自分へのご褒美として日本

産米を購入して味わうような層も出てきているとのことでした。 

また、おにぎりやお弁当は、手軽に日本産米を味わうことができるため、日系スーパ

ーでイベントを行うと、通常の価格よりも高い値段でも日本産米を使ったお弁当が完

売するほど人気があるそうです。 

米国人の主食はコメではありませんが、お祝い事など特別な場面で食べていただける

ような動きが広がる可能性は十分ありそうだと感じました。引き続き日本産米の需要

拡大と輸出増加につながるような取組を後押ししていきたいと考えています。 

 

★「米に関するメールマガジン」のアンケートを実施しています★ 

読者の皆さまにより有益な情報配信ができるよう、「米に関するメールマガジン」

のアンケートを実施しています。今後、米に関するメールマガジンで取り上げてほし

い内容、メールマガジンに対するご意見ご感想等を募集しておりますので、宜しくお

願い致します。 

（回答はこちらから→）

https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/seisaku_tokatu/kikaku/160815.html 

 

 

【編集後記】～2020年もよろしくお願いします～ 

松の内もあっという間に過ぎましたね。お正月気分がなかなか抜けない今日このごろです。 

社会人 2 年目の私は年末、九州の実家に帰り、家族で年を越しました。実家は温かくて最高

でした。 

就職で東京に出てきて以来、実家から帰京する際は毎回家族が空港まで送ってくれるのです
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が、保安検査場を通るときのお別れは寂しくて、いつも泣けてきてしまいます…。でも、今回の

お正月帰省は、社会人 2 年目も終わりに近づき、また 2020 年という新しい年の初めでもある

ぞ、と気合いを入れ、家族にバイバイと手を振ったときもなんとか泣かずに飛行機に乗り込め

ました！ 東京に戻り、母が作ってくれたおかずと大量の炊き込みご飯のおにぎりを荷物の中

から出したときは、ちょっとグっときてしまいましたが(^0^;)。 

さて、令和 2 年・2020 年になりました。東京オリンピック・パラリンピックがいよいよ近づいてき

ましたね。たくさんの外国人が来日して日本の文化に触れ、私たち日本人も日本の文化を誇

りに思う年になると思います。美味しい日本のお米を、外国人の方々にもたくさん食べてもら

えるよう頑張ってまいりますので、今年もよろしくお願いします。 


